
担当部署 佐倉市各部署の必要施策と課題（藤崎提案）

企画政策部
市民の声をよく聞き、分かり易く広報。ホーム
ページの進化推進

総務部
人件費の確かな情報公開。採用、昇格等の適
正な人事管理。情報デジタル化への対応

財政部
財政情報を正しく公開。入札等発注業務の適
正化

市民部
マイナンバーカードに関する経費を含めた情報
公開。健康保険の経済困窮者への配慮。コン
ビニ発行手数料経費の情報公開

福祉部
高齢化対策、障がい者対策、貧困対策への取
り組み強化。困っている人の救済。施設入所
支援の推進

子ども支援部
子育て支援、保育、学童保育の充実。子ども
の貧困対策推進

健康増進部 コロナ対策の推進

産業振興部
観光客と市内住民の交流推進。コロナ禍の中
小企業支援

環境部 地球温暖化対策推進。廃棄物対策の強化
土木部 道路の安全化。治水の強化
都市部 市内盛り土対策の推進

危機管理部
コロナ対策を含む避難所の整備。詐欺被害の
防止

資産経営部 市有資産に関する情報公開
会計課 資金の適正管理

上下水道部 購入原水価格の低減化
議会事務局 議会改革の推進。委員会等のネット配信推進
監査委員 適正な行政運営のチェック

選挙管理委員会 公選法違反の排除

農業委員会
農地の不在地主化対策。新たな担い手の育
成。遊休農地対策

教育部（教育委
員会）

子どもの自己肯定感の増進。通学路の安全確
保。図書のリクエスト拡大、返却ボックス設置
他による図書館活用推進

印旛郡市町証明書手数料比較（円）
自治体名 住民票写し 印鑑証明 戸籍謄本

1 成田市 300 300 450
2 佐倉市 350→400 350→400 450
3 四街道市 300 300 450
4 白井市 300 300 450
5 印西市 200 200 450
6 八街市 300 300 450
7 富里市 300 300 450
8 酒々井町 300 300 450
9 栄町 300 300 450

提案内容 年間平均 年間平均

前回及び今回比較
人件費・千
円/人

勤務時間
/年

単価・円
/60分

単価・円/
分

残業時間
人件費・千
円/人

勤務時間/
年

単価・円
/60分

単価・円/
分

残業金額・
千円/人

①
前回（2017年）提案
（祝日は勤務時間） 8,196 2191 3,739 62.32 176 7,740 2015 3,841 64.02 456

②
2021年提案を補正
残業・勤務時間補正 8,188 2191 3,737 62.29 176 7,694 2015 3,818 63.63 494

③
今回（2021年）提案
（祝日非勤務時間） 8,118 2027 4,003 66.72 151 7,694 1876 4,101 68.35 424

④
2017年提案を補正
残業・勤務時間補正 8,131 2027 4,011 66.86 151 7,740 1876 4,126 68.76 391

職員人件費年間平均値（残業含む） 職員人件費年間平均値（残業除く）
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目次
１頁 市は手数料・使用料

を値上げ
昨年度決算結果

２頁 ８～９月定例議会概要
困ったら市に助けを
選管の告発
廃棄物への対処
消防団の今後

佐倉市では、住民票350円→400円に手数料・使用料を値上げへ

（会派）ひまわり会と市民オンブズマン

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
に

翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
一
人

10
万
円
の
給
付
が
さ
れ
た

特
別
定
額
給
付
金
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
経
験
で

し
た
。

決
算
へ
の
感
想

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
は
、
佐
倉
市

独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

う
べ
く
、
予
算
を
確
保
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
検
査

の
実
施
は
、
47
件
と
少
数

に
と
ど
ま
り
残
念
で
し
た
。

ま
た
、
佐
倉
地
区
の
保
健

所
は
千
葉
県
が
運
営
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
情
報

が
佐
倉
市
に
十
分
届
か
な

い
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、

市
は
市
民
に
十
分
な
援
助

が
行
え
な
い
状
態
で
す
。

困
窮
し
て
い
る
市
民
は
是

非
、
市
に
援
助
を
求
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
各
部
署
の
課
題

決
算
審
査
や
日
頃
の
議

会
活
動
等
に
よ
り
、
気
の

付
い
た
各
分
野
各
部
署
の

課
題
を
左
表
に
上
げ
ま
し

た
。決

算
審
査
等
に
よ
っ
て

出
た
課
題
は
、
今
後
の
市

政
運
営
に
よ
り
継
続
し
て

解
決
に
努
力
し
て
ゆ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
（
Ｒ
２
年
度
）
決
算

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
約
７
１
７
億
円
。

歳
出
決
算
額
は
、
約
６
９
０
億
円
。
コ
ロ
ナ
対
策

経
費
等
に
よ
り
、
約
38
％
の
増
加
と
な
り
、
差
額

の
約
28
億
円
は
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
等
さ
れ
た
。

実
質
単
年
度
収
支
（
年
度
内
収
支
）
は
約
４
４

０
０
万
円
の
黒
字
で
５
年
振
り
の
黒
字
と
な
っ
た
。

そ
の
理
由
に
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
事
業
中
止
等

（
３
６
８
６
万
円
）
や
社
会
の
停
滞
も
含
ま
れ
て

い
る
。
（
各
課
題
は
左
表
を
参
照
）

オンブズマンとは「行政苦情

の解決や行政の適正運用、人権
保護のために行動する人」です。

市民オンブズマンは、市民が
オンブズマンのように活動する

ものです。各種の御相談は下記
連絡先にどうぞ。一緒に活動で
きる方も募集中です。

市
は
4
年
前
に
定
め
た
手
数

料
・
使
用
料
の
見
直
し
を
行
な

い
、
議
会
に
値
上
げ
を
提
案
し

て
き
た
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
年
間
勤

務
時
間
（
残
業
を
除
く
）
を
２

０
１
５
時
間
か
ら
１
８
７
６
時

間
に
未
公
表
で
変
更
し
て
計
算

し
て
い
た
。
（
理
由
は
、
祝
日

と
年
末
年
始
休
暇
を
勤
務
時
間

か
ら
除
く
規
則
の
実
施
を
機
械

的
に
適
用
し
た
た
め
）

そ
の
後
、
人
件
費
１
分
間
単

価
が
66
・
72
円
に
上
昇
（
4
年

前
単
価
は
62
・
32
円
）
し
た
と

説
明
。
結
果
的
に
人
件
費
が
上

昇
し
て
い
る
と
の
理
由
で
、
値

上
げ
を
提
案
し
た
。

し
か
し
、
人
件
費
単
価
を
年

間
勤
務
時
間
を
同
じ
く
し
て
比

較
し
て
み
る
と
、
若
干
値
下
が

り
し
て
い
る
。
（
表
2
参
照
62
・

32
円
と
62
・
29
円
）
。

現
実
の
年
間
勤
務
時
間
（
除

残
業
）
は
、
４
年
前
と
今
回
は

同
じ
で
あ
る
。
市
職
員
の
年
間

平
均
人
件
費
単
価
（
4
年
前
平

均
）
は
８
１
９
万
６
千
円
。

今
回
は
８
１
１
万
８
千
円
（
表

２
参
照
）
と
安
く
な
っ
て
い
る
。

住
民
票
手
数
料
は
印
旛
郡
市

町
内
で
佐
倉
市
は
３
５
０
円
と

最
高
で
あ
り
、
そ
れ
を
４
０
０

円
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
各

窓
口
手
数
料
は
表
1
参
照
）

議
会
へ
の
提
案
で
は
、
①
提

案
時
に
人
件
費
単
価
を
公
表
せ

ず
。
②
勤
務
時
間
数
を
１
４
０

時
間
も
減
ら
し
た
事
も
公
表
せ

ず
。
③
実
際
の
人
件
費
単
価
は

値
下
が
り
だ
が
上
昇
し
た
と
述

べ
て
い
る
。

（
詳
細
は
表
2
参
照
）

藤
崎
他
7
名
の
議
員
は
、
具

体
的
な
数
値
が
公
表
さ
れ
る
前

に
、
簡
易
式
に
お
い
て
試
算
し
、

人
件
費
単
価
は
、
値
下
が
り
し

て
い
る
と
指
摘
し
、
議
案
の
取

り
下
げ
を
申
し
入
れ
た
。

①
前
回
提
案
（
職
員
年
間
平
均

人
件
費
は
８
１
９
・
６
万
円
）

②
今
回
提
案
の
補
正

（
同
じ
く
８
１
８
・
８
万
円
）

③
今
回
提
案

（
同
じ
く
８
１
１
・
８
万
円
）

④
前
回
提
案
を
補
正

（
同
じ
く
８
１
３
・
１
万
円
）

い
ず
れ
も
今
回
人
件
費
は
値
下

が
り
し
て
い
る
。

人
件
費
単
価
が
上
昇
し
て
い
な
い
中
で
、

値
上
げ
理
由
を
「
人
件
費
の
上
昇
」
と
説
明

市
は
住
民
票
の
写
し
の
手
数
料
な
ど
の
値
上
げ
を
、
人
件
費
上
昇

が
原
因
と
提
案
し
、
8
月
議
会
で
可
決
さ
れ
来
年
4
月
か
ら
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
件
費
に
は
年
金
、
退
職
金
積
立
も
含
む
。

し
か
し
、
調
べ
る
と
実
際
の
人
件
費
単
価
は
上
昇
し
て
お
ら
ず
、

市
長
に
議
案
取
り
下
げ
を
申
し
入
れ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま

た
、
市
は
議
会
へ
の
提
案
時
に
人
件
費
単
価
等
の
計
算
、
前
回
と

の
比
較
も
示
さ
ず
、
無
理
に
議
案
の
可
決
を
目
指
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

人
件
費
値
上
が
り
せ
ず

年
間
人
件
費
単
価

近
隣
市
で
最
高
額

問
題
点

左
表
の
説
明

表2

表1



議案種類 提出者 件数 主な内容（青字は否決された議案） 可決数

2020年度決算 市長 9
一般会計、国民健康保険、公共用地、農業集
排水、介護保険、災害共済、後期高齢者医

療、水道事業、下水道事業
9

補正予算 市長 4
R3年度一般会計、国民健康保険、介護保険、
後期高齢者

4

条例改正 市長 20

個人情報保護条例他、税賦課徴収、手数料、
コミュニティーセンター、消費生活センター、職
員の服務宣誓、学校職員服務宣誓、公民館の
設置、市美術館の設置、音楽ホール設置、旧
堀田邸他、草ぶえの丘、農村集会施設、中小
企業資金融資、廃棄物の処理及び清掃、都市
公園、歴史的建築物の保存、水道事業給水、
下水道、下水道事業受益者負担

20

訴えの提起 市長 1
志津霊園元正副会長に損害賠償請求各1.2億
円他

1

人事 市長 1 教育委員会委員任命（菅谷義範氏再任） 1
請願 市民 1 水道料金値上げ・免除制度廃止の中止 0

陳情 市民 2
ユーカリが丘北公園集会所建設取り消し、戦没
者遺骨が眠る土砂を埋め立てに使用しない

0

意見書 議員 10

出産育児金増額、選択的夫婦別姓法制化、上
別所不法堆積物違法行為の規制強化、沖縄
戦戦没者遺骨を含む土砂を埋め立てに使用し
ない、横断歩道の安全安心、議員報酬特例条
例、コロナ感染症対策の拡充、第6次エネル
ギー基本計画の抜本的見直し、陸自オスプレ
イ基地外訓練の凍結、学校給食無償化

2

　議会賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×

主な議案

全
体

ひ
ま
わ
り
会
と

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会
（
含
議
長

公
明
党

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
ネ
ッ
ト

共
産
党

新
社
会
党

高
橋
と
み
お
議
員

玉
城
清
剛
議
員

議員数（合計28名） 28 2 10 4 4 3 2 1 1 1

①R2年度一般会計決算認定 ○ 〇 〇 〇 ○ × × × ○ ○

②手数料条例改正（手数料値上げ） ○ × ○ ○ ○ × × × × ○

④水道給水条例改正（水道値上げ） ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○

③訴えの提起 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂
を埋め立てに使用しない（意見書）

△ 〇 × × × ○ ○ ○ ○ ○
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議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
決
算
認
定

昨
年
度
の
決
算
認
定
は
、

一
般
会
計
を
含
め
9
件
が
認

定
さ
れ
た
。

②
手
数
料
の
値
上
げ
議
案

ほ
と
ん
ど
の
手
数
料
や
使

用
料
が
値
上
げ
と
な
っ
た
。

値
上
げ
は
、
人
件
費
単
価
上

昇
が
原
因
と
説
明
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
年
間
勤
務

時
間
数
を
変
更
し
て
計
算
し

た
結
果
で
あ
っ
た
。

実
際
の
人
件
費

計
算
式

や
数
値
も
公
表
さ
れ
ず
、
そ

の
説
明
も
な
く
、
大
変

に
問
題
の
あ
る
議
案

で
あ
っ
た
。

議
会
で
十
分
審
査

す
る
こ
と
が
出
来
ず
に

値

上
げ
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

③
水
道
給
水
条
例
改
正

水
道
料
金
の
値
上
げ
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
の

水
道
基
本
料
金
減
免
取
止
め

が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

④
志
津
霊
園
問
題
の

時
効
防
止
の
提
訴

志
津
霊
園
問
題
に
関
し
て

は
、
佐
倉
市
の
請
求
に
対
し

て
時
効
が
迫
っ
て
い
る
。
そ

の
時
効
中
断
の
た
め
１
・
２

億
円
他
の
提
訴
が
行
わ
れ
る
。

⑤
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺

骨
含
む
土
砂
を
埋
め
立

て
に
使
用
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

遺
骨
等
を
含
む
土
砂

の
埋
め
立
て
に
反
対
す

る
意
見
書
。
沖
縄
か
ら
の
要

請
も
あ
っ
た
が
否
決
さ
れ
た
。

８
月
～
９
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会
概
要

今
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
「
一
般
質
問
を
一
人
20
分
に
制
限
（
従
来
は
30
分
）
し
、

午
後
1
時
か
ら
開
催
」
「
決
算
委
員
会
を
本
会
議
場
で
開
催
」

「
本
会
議
で
の
討
論
、
質
問
を
一
人
５
分
に
時
間
制
限
」
が

行
わ
れ
た
。
市
長
提
出
議
案
は
35
件
全
て
可
決
さ
れ
た
。

トピックス

新
潟
県
糸
魚
川
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
は
、
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
公

職
選
挙
法
違
反
が
認
め
ら
れ
た
た
め

に
、
違
反
者
を
告
発
し
た
。

藤
崎
は
佐
倉
市
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
質
問
。
答
弁
は
次
の
通
り
。

「
佐
倉
市
に
お
い
て
、
公
職
選
挙

法
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
刑

事
訴
訟
法
の
239
条
に
し
た
が
い
、
同

様
に
告
発
す
る
」

「
違
反
の
軽
重
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
て
判
断
せ
ず
、
刑
事
訴
訟
法
に

基
づ
き
告
発
す
る
」

明
快
な
答
弁
で
あ
り
、
今
後
、
そ

の
様
な
行
動
が
望
ま
れ
る
。

佐
倉
市
内
で
は
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
な
が

ら
病
院
に
入
院
で

き
ず
、
や
む
を
得

ず
自
宅
に
て
療
養

す
る
人
は
8
月
26

日
に
１
７
０
人
に

上
っ
て
い
た
。
そ

の
後
さ
ら
に
３
０

０
人
弱
ま
で
増
加
。

千
葉
県
は
、
感

染
者
の
個
人
情
報

（
住
所
、
氏
名
等
）

を
市
町
村
に
知
ら

せ
て
い
な
い
。
個
人

情
報
保
護
の
た
め
と

言
っ
て
い
る
が
、
市

町
村
は
各
個
人
へ
の

援
助
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。

そ
の
た
め
、
各
個

人
は
積
極
的
に
市
町

村
に
連
絡
し
援
助
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
市

町
村
は
市
民
に
援
助

が
可
能
と
な
る
。
遠

慮
し
て
い
る
場
合
で

は
な
い
。
コ
ロ
ナ
に

限
ら
ず
、
困
っ
た
ら

市
民
は
助
け
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
。

困ったら市役所に助けを求めてください

佐倉市議 藤崎 良次

佐
倉
市
上
別
所
に
お

い
て
、
大
規
模
な
産

業
廃
棄
物
の
違
法
投

棄
が
行
わ
れ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ

れ
、
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。

違
反
者
は
逮
捕

も
さ
れ
て
い
る
が
、

何
故
こ
の
よ
う
な

違
法
事
件
が
各
地

で
頻
発
す
る
の
か
。

法
律
に
よ
り
、

廃
棄
物
に
は
一
般

廃
棄
物
（
市
町
村

担
当
）
と
産
業
廃
棄

物
（
県
担
当
）
が
あ

る
。
産
業
廃
棄
物
は

事
業
に
よ
り
排
出
さ

れ
る
燃
え
が
ら
、
廃

棄
酸
、
な
ど
20
種
類

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
、
一
般

廃
棄
物
。
担
当
が
市

か
県
か
の
判
断
が
必

要
と
な
る
。

更
に
、
そ
れ
ら
が

有

価

物

か

廃

棄

物

（
ゴ
ミ
）
か
の
判
断

が
必
要
と
な
る
。
ゴ

ミ
投
棄
者
は
、
有
価

物
と
主
張
し
、
廃
棄

物
で
は
な
い
た
め
合

法
と
主
張
す
る
。

そ
ん
な
間
に
投
棄

は
大
規
模
化
し
、
ゴ

ミ
の
山
は
築
か
れ
て

ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
る
。
議
会
、
行
政

の
立
法
化
の
不
作
為

に
責
任
が
あ
る
と
、

反
省
を
込
め
て
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

廃棄物に対する対処

編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
は
最

近
納
ま
り
そ
う
な

気
配
で
あ
る
が
、

油
断
は
で
き
な
い
。

そ
ん
な
中
に
、

衆
議
院
選
挙
が
行

わ
れ
る
。

政
策
の
選
択
肢

は
限
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る

が
、
人
が
変
わ
れ

ば
政
策
は
変
わ
る
。

将
来
を
考
え
て
大

切
に
行
動
し
た
い
。

8～9月の議会から

消
防
団
員
に
関
し

て
は
、
全
国
的
に
団

員
数
（
約
82
万
人
）

が
減
少
し
、
防
災
力

の
要
が
減
少
す
る
と

し
て
危
機
感
が
持
た

れ
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
で
は
、
条

例
定
員
（
８
０
５
人
）

か
ら
一
割
弱
が
欠
員
。

総
務
省
消
防
庁
は
、

本
年
４
月
の
消
防
庁

長
官
か
ら
の
通
知
に

よ
り
、
22
年
４
月
ま

で
に
次
の
点
を
改
善

す
べ
き
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

①
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
の
た
め
、
出
動

報
酬
は
災
害
時
に
１

日
当
た
り
８
０
０
０

円
と
す
る
。

②
報
酬
及
び
費
用
弁

償
は
消
防
団
員
個
人

に
直
接
支
給
す
る
。

①
消
防
団
の
出
動
報

酬
に
つ
い
て
は
１
回

１
５
０
０
円
と
安
い
。

国
の
地
方
交
付
税
算

入
額
は
７
０
０
０
円

（
即
ち
、
出
動
報
酬

は
７
０
０
０
円
が
税

金
に
よ
り
確
保
さ
れ

て
い
る
）
。

②
そ
の
差
５
５
０
０

円
は
佐
倉
市
が
差
金

（
収
入
と
支
出
の
差
）

を
得
て
い
る
こ
と
に

な
ら
な
い
か
。
そ
れ

は
年
間
６
７
０
０
万

円
に
も
な
る
。

③
町
内
会
等
の
消
防

団
へ
の
寄
付
は
、
出

動
手
当
が
安
い
こ
と

へ
の
穴
埋
め
か
。

町
内
会
等
か
ら
消

防
団
へ
の
寄
付
に
は
、

疑
問
を
感
じ
て
い
る

人
も
多
い
状
態
で
す
。

①
地
方
財
政
法
第
４

条
の
５
で
は
「
地
方

公
共
団
体
は
住
民
に

対
し
寄
付
を
強
制
徴

収
し
て
は
な
ら
な
い
」

②
そ
れ
ゆ
え
、
寄
付

を
支
払
わ
な
い
場
合

に
、
督
促
に
来
た
な

ら
同
法
違
反
と
な
る
。

③
し
か
し
、
自
発
的

に
寄
付
を
す
る
な
ら

違
法
で
は
な
い
。

出
動
報
酬
は
税
に

よ
り
引
上
げ
、
町
内

会
等
か
ら
の
寄
付
は

条
例
で
止
め
て
、
消

防
団
が
活
動
し
易
く

す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

消
防
団
の
今
後

公
職
選
挙
法
違
反
に
て

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
告
発
へ

改
善
す
べ
き
点

佐
倉
市
消
防
団

報
酬
の
問
題
点

町
内
会
等
の
寄
付

今
後
の
方
向


